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g
e
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ょ
り
妨

～
ほ

T
九
二
北
叫
'節
二
は

E
九
二
7.(
ド
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仙
さ
れ

Li
｡
節
三
に
於
て
ほ
坤
斜
晶
系
吋
芯

地
以
下
-J
三
鍋
肌
系
に
舶
す
る
仇

伯
か
放
ほ
れ
て
ゐ
る
O
耽
辻

l
九
二
六
小
鼓
で

S
商
家

の
研
究
が
聖

G

に
取
り
入
れ
て
釣
り
'
斜
長
石
の
み
に
於
て
も
引
川
た
秋
と
L
f,J
列
記

し
て
み
ろ
-品

は

〓
ハ
!
の
多
数
に
及
ん
で

ゐ
る
O
比況
:訂
飲
物
申
紫
前

分
朗
に
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-
3

珊
安
な
る
長
桁
71
関
し
て
は
約

二
九
目
茶
わ
刺
し
､
斜
長

茄
の
蛇
別
法
の
如
き
鶴
版
に
な
い
新
し
い
方
法
や
阿
東
な
ど
も
硝
げ
ら

れ
て
あ
る
｡
谷
末
に
は
掛
牧
錨
的
銀
物
撹
光
誠
と
焼
物
軸
椎
銃
撃

蜘
樹

版
七
難
と
紙
料
叔
市
及
び
斜
長
石
の
光
軸
､
主
脚
折
碑
の
相
の
悠

1-九
'

脚
光
巾
埠
聖
祁
す
べ
手

技
射
榊
寂
が
附
し
て
あ
る
O
斜
凍
石
の
秤
々
の

抑
何
に
於
て
(0
10
)
の
野
問
に
封
す
る
脚
光
乃
払
C
棚
に
虹
乃
な
る
:Lm

に
投
刺
し
た
阿
衷
Jrl～
成
分
の
恥
る
六
種
の
も
り
に
放
て
禍
け
ら
れ
て
あ

り
'
盈
な
兜
仲
川
版
さ
れ
た
､

D
u
p
a
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et
R
ein
h
ar3
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D
eterm
･

in
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d
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phys･
et
h
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nat･
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ene･.,e
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24)の
同
放
り
樹
去
J･
比
接
し

て
見
る
と

成
分

Ls
特
し
い
材

料

r1
隼

O-の
ほ
殆
ど

光
年
に
そ
の
数
字
の

1
致
せ
る
邪

心
見
る
O
又

A
n

の
女
子
の
甘
分
比
が
鞍
し
-
て
も

O
r
の
分
子
り

氷
る
LL
め
に
牧
牛
の
蓮

如
が
か
な
り
の
柁
庇
に
泣
TL
t,J
ゐ
石
山
か
見
る

梓
だ
が
妨

山
部
の
谷
木
に
附
ぜ
･I
れ
た
斜
長
石
の
十
三
稗
の
双
晶
の
双

‖川
柳
の
柵
征
,″
城
介
の
臼
化
に
従
っ
て
細
別
す
る
仕
方
な
投
射
し
た
脚

光
と

D
u
p
a
rc
et
R
ein
h
a
rd

の
同
様
り
･:
9
と
な
此
校
す
叶C･岬
は

術
額
の
問
.1
か
な
り
譜
し
い
閃
4
,が
あ
る
邸
は
純
滋
.1
依
す
る
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l一

〇
支

那

の
落

花生

杯花
虫

が支那
に

於て
裁
増
せ
ら
る
ゝ

に
弐

つ･Li
の
ほ
判
り
帥
宗
離
俗
の
印
ハ十
六
世
紀
)
で
あ
る
初
め
は
蹄
東

蛸
雄

で
あ
っ
た
が
筏
中
部
北
部
に
弘
ま
っ
た
'
其
性
蟹
抄
質
の
土
塊
み
好
む

の
で
今
日
で
は
支
那
の
高
畑
み
除
い
て
全
財
産
ぜ
ざ
る
桝
が
な
い
が
'

山
舛
省
が
姉

f
位
に
あ
り<･.
山
光
の
鞘
花
也
は
明
治
四
十
二
年
掬
抱
帝

人
が
既
洲
に
脱
絡
み
閃

い
て
か
ら
､
俄
か
に
敬
透
し
た
も
の
で
､
大
正

元
舛
以
後
'
毎
年
冬
季
に
は
神
位
埠
頭
に
拷
祐
也
の
山
が
出
氷
る
や
う

に
な
っ
た
'
こ
の
放
産
物
は
山
瀬
､
江
蘇
､
湖
南
､
湖
北
､
砿
款
､
旋

苅
ー戊
.y

編
組
'斯
江
'江
田
'安
徴
の
各
省
にこ
わ
た
り
て
産
し
'就
中
山

東
は
約
六
十
年
前
､
米
桝
宜
敦
肺
が
大
難
の

締
秘
本
桝
か
ら
取
よ
せ
て

芝
栄
に
て
増
発
せ
し
め
て
か

ら
､

T
郎
主
低
み
し
め
大
取
で
あ
り
､
光

輝
が
あ
り
､
搾
油
に
威
し
､
省
内
之
な
作
-
ち
ぎ
る
ほ
な

い
が
'
北
ハ中

で
は
津
浦
抜
出
以
東
の
地
櫛
に
施
し
､
汝
､
渦
､
野
弥
'
大
道
河
.1
約

へ
る
地
に
多
-
､
来
安
､
大
洗
ロ
､
先
州
か
中
心
と
L
t
栄
河
的
域
に

は
光
阿
加
平
柳
城
の
各
地
に
鍵
し
､
腰
折
鋭
迫
附
妃
で
は
坊
子
'
腰
州

韓
]仲
主
産
地
と
す
る
'
山
瀬
牛
偽
方
両
-
亦
こ
れ
に
劣
ら
ず
威
海
拙
附

虻
に
多
-
つ
-
ら
れ
る
､
､
あ

省
の
産

桝
は
､
九
九
十
三
年
蘭
島
か
ら

二
'
二
五
二
､
七
凹
五
将
'
同
封
付
三
九
七
､

1
凹
五
糠
､
同
軸
四
九

八
､

二
ハ
九
招
み
輸
出
し
穴
か
ら
凡
そ
省
内
で
六
有
識
塘
谷
下
ら
bTi
い

ら
し
い
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地

球

飾

八
懸

蛸
恥
依
田
で
は
瞭
懸
三
月
肺
印
し
て
六
月
に
牧
抵
す
る
北
支
那
で
正

四

九
月
か
ら
蹄
押
し
て
J
九
､
十
月
頃
に
牧
柾
す
る
､
水
の
少
い
桝
で
は

仙駅
北
の
必
嬰
が
わ
,=･p
肺
郷
に
際
し
て
は
外
殻
心
胆
し
て
艦
ち
に
下
和

す
t{･-J
二
三
日
.i
-
て
白
き
幼
芽
み
故
地
す
る
'
韓
品
に
村
瀬
北
米
の

名
が
め
つ
t)J
P所
柄
よ
り
北
の
Ji
の
か
北
貨
と
い
ひ
F摘
発
に
比
し
て
究

劣
り
枇
小
さ
く

苅
色
,ir肝
び
t,J
米
持
が
少
い
､筋
椎
虫
の
洲
に
欧
米
紙

問
で
試
用
か
多
い
'
食
州
に
池
す
る
土
法
の
製
州
は
菰

い
が
蘭
島
で
米

和
'
蜂
村
西
仙川t
於
か
ら
槻
紙
製
が
て
る
､
こ
の
方
は
良
質
で
あ
り
､
其

粕
は
主
と
し
て
.日
本
に
臓
出
さ
れ
て
ゐ
為
｡
日
本
帝
人
の
中
'
土
油
私

淑
雄
め
て
.軍
b
に
柵
放
し
て
ゐ
為
の
が
机
る

'
拭
'
洲
何
れ
,J
邦
筒
の

取
扱
市
が
比
校
的
多

い
や
う
で
あ
る
｡
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蒙

古
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レ

ン
ガ

河

の
航

通

ブ
-
ヤ
ト
､
モ
ソ
ゴ

ー
ル
臼

的
共
和
図
首
都
ウ
エ
ル
プ
チ
>
ゲ
ン
ス
グ
市
に
は
セ
レ
ン
か
樹
立
汽
船

部
か
め
っ
て
､
非
航
踏

み
外
栄
甘
鵜

鞘
雅
推
註
迄
延
戊
す
る
計
光
空
皿

て
た
､
ブ
ヂ
ン
ス
ク
市
は
供
の
ト
ラ

ン
ス
バ
イ
カ
ル
の
滞
船
で
セ
レ
ン

か
河
の
バ
イ
カ

ル
に
入
る
伸
縮
布
の
元

命
で
軸
比
利

戯
鯨
S
二

大
抑
で

あ
る
が
､
外
出誠
の
物
紀
か
,張
申
す
ろ
il
め
に
J
=
S
l計
出
血
払
･仰H
兄
し
た

の
で
あ
る
'従
水
セ
レ
ン
が
河
の
汽
舶
ほ
'
鋪
攻
囲
坊
の
恰
光
樹
と

,
Jの

巾
と
の
附
に
由
っ
て
ゐ
て

-
九
二
五
年
以
後
は
外
袋
境
内
に
入
っ
て
dY,

L
i.
そ
こ
で
満
仲
が
聯
し
て
き
た
の
で
､
叔
虻
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
へ
数

鑑
の
汽
船
な
経
文
し
て
､
本
舛
六
月
以
錐
は
神
栄
甘
り
イ
ア
ス
ダ
イ
迄

も
井
航
路
か
延
長

せ
ん
-
し
て
ゐ
る
.
光
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･SH
d
i雅
蘇
塞
け
耗
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山
の
.

幻阿
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に
あ
り
〝し
水
.,拙
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:
ま
で
は
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な
い
の
で
あ
る
.&
､
肪
叩州比
-

節
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雄

蓋
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六
六

一

刺
保
っ
て
下
流
ハ

ヲ
ゴ

か

及
y
/
ブ
ラ
の
耐
地
に
は
各
凹
裾
船
艦
の
収

容
力
み
ろ
食
郎
な

た
て

る
と
い
ふ
か
ら
'
滑
水
の
見
込
は
硫
安
で
あ
る

0

歯

髄

事

情

餓
蝕
と
い
(
は
支
那
舶
南

街
耶

右

肘
淋
た
る
錫

の
敵
地
で
､
告
向
の
対
外
貿
易
尻
が

叫
に
錫
の
輸
出
Li
よ
り
て
淡
解
せ

ら
れ
て
あ
る
上
か
ら
'
見
逃
し
て
ほ
な
ら
.e
貸
地
で
あ
る
'
鴨
池
餓
道

の

;
脚
紫
色
盤
か
距
る
糾
雨
七
十
二
進
米
'
紙
粥
銭
弧
に
よ
り
約
五
時

間
の
終
瓢
に
4.=
る
淋
城
で
､
城
に
米
酉
雌
に
数
町
'
何
北
に
洲
長
与
二

小
盆
地
の
西
前
に
耽
L
t
人
口
約
二
航
､
煎
股
盛
な
る
は
内
地
の
大
鰐

で
蹄
戸
軒
和
地
べ
内
外
の
紙
袋
か
帆
列
し
軸
管
み
締
む
'
=
の
地
が
世

界
的
に
T,L八,'銘
TtA
知
ら
る
J.
に
窒
リ
た
る
は
宜
統
三
年
餌
沓
甘
柑
有
限
隈

分
公
僻
な
る
も
の
,仲
設
け
て
､
錫
米
の
孜
戯
h4
は
か
り
ト
る
よ
り
以
氷

の
J
Jと
に
し
て
'
仝
-
錫
の
･･た
め
に
出
水
た
､
山
間
の
叫

小
市
で
あ
る

餌
山
地
の
骨
と
し
て
入
寂
i･X
-
鮎
親
甚
だ
戚
で
あ
る
が
本
邦
商
品
は
似

迎
rJ
れ
て
ゐ
る
｡
錫
山
で
は
錫
杵
fh.司
が
光
も
火
規
鴫
で
公
司
か
ら
十

五
支
EW

は
な
れ
て
ゐ
る
槌
拙
擦
山
み
或
袈
鍵
地
と
す
る
日
下
三
千
人

G
義

夫
が
従
黙
し
て
ゐ
る
･
非
給
料
は
食
料
公
司
受
持
で
町
凹
元
力
五

九
元
で
あ
る
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ー
粉

と

胡

槻

印
庶
人
は
淡
EE
な
食
物
よ
り
も
池
原
な

食
物
払
好
む､
三
庇
の
食
事
ほ
的
肥
料
の
入
っ
た
-
の
だ
:佃
し
て
そ
の

食
物
の
中
へ
必
ず
刺
故
の
狙
い
香
料
か
T<
れ
る
､
総
て
カ

レ
ー
及
胡
枇

非
佃
の
内
地
脚
y
.虫
は
大
し
た
も
の
で
､
印
舵
三
億
二
千
前

人

､

慣
リ

に

叫
ヶ
月

一､
人
.か
や
卦
庇
宛
の
カ
レ
ー
粉
も
川
ひ
る
-
す
る
-
､

7
ケ

月
に

7
位
爪｢
二
.白
粥
射
り出札
海
鮮
〓
-
,I.I･｡
娩
…し
印
山比
人
は
カ
レ
‖桝
か
オ
ロ



シで
.卿
し
て
州
ふ
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q
で
､
カ
レ
ー
粉
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し
て
は1
川
地
が
少
か･i
い
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非

焔
料紙
伯
も

｢
-
ア
ノ
ダ
､
シ
ー
ヅ
-
い
ふ
､
北
ハ鵜
無
及
頼
み
食
用

に

伐

す
る
､
柴
に
内
地
で
脚
犯
し
北
ハS
J･粥
は
多
-
糊
料
の
ま
1
1
で
陥
川
rJ

れ
る
｡
敢
妃
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ケ
坤
の
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均

丁
坤
的
川
軸
は
五
千
二
打
六
十
嘱
打
三
十

大
鞘
八
千
剖
此
聖

が
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し
て
み
る
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ペ
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ゴ
ー
ル
､
沈
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､

マ
ド
ラ
ス

的
旬

の
各
地
か
､J
で
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胡
瓜

･J
同
じ
-

印
庇
の
那

岐
料
で
'
印
庇
の
カ

1
-
ラ
イ
ス
は
､
非
骨

に
朋
枇
払
利
か
し
て
､
と
て
-
不
邦
人
の
口
に
弁
ば
ね
も
の
で
あ
る
'

I;-
櫨
T脚
部
縦
枠
地
方
に
訂
-
か
ら
生
産
す
る
'
其
の
椛
胸
の
単
糸
h4
'

P
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r
N
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と
い
ふ
O
毎
咋
十

1
端
封
鑑
み
輸
出
す
る
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ソ
､
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ア
ユ
r
本
邦
人
が

油
別
し
て
ゐ
る
=
と
げ
周
知
の
邸
で
あ
る
が
'
〆
ず
γ
オ
i;
水
位
の
長

峰
煤
大
村
川
桁
次
郎
氏
は
､
熟
柿
盤
㍑
S
研
鋸
に
恋
し
'
多
祥
米
蛤
の

約
兆
､
共
成
的
火
に
見
ろ
べ
-
'
内
地
に
比
し
て
m
綜
な
き
J
-

払
随

加
め
t
fl==
地
1-日
火
小
撰
絞
り
如
き
は
北
ハ故
地

1町
少
な
拙
供
し
て
相
法

の
牧
旭
か
助
成
L
触
媒
も

7
万
な
･r
ず
榊
誘
し
て
ゐ
り3･上
い
ふ
=
･LFで

あ
る
'
火
11三
十
五
咋
!?fn
本
邦
よ
り
抽
入
し

た
放
柚
巾
甜

叫
化
性
m
和

み
飼
育
～
ニ
ト

i
E
で
上
紙
す
る
と
い
ふ
､
昭
利
二
年
二
月
に
は
本
邦

偉
支
那
印
で
二
十
三
日
に
上
牧
L
Ll
､
#
.面

二
伸
問
､
据
間
凹
仲
間
徹

に
吟
離
L
L/
ゐ
る
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火
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十
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中
恭
苗
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植
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東
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戊
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と
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ふ
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作
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ふ
凪
に
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で
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に
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ふ
か
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仙
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期

の
磯

道

披
新
は
今
日
獅
既
路
や
描
､
政
の
背
に
L･Eる
瞭

指
時
代
で
バ
ッ
グ
ア
ニ
マ
ル
が
耶

叫
の
攻
池
鵬
附
で
､
グ
-
シ

ス
大
正

時
代
か
ら
の
俸
紙
に
従
っ
て
ゐ

るご
て
=
で
交
過
り
改
尊
が
同
相
閑
静

の

7
火
忽
滞
で
あ
る
か
ら

T
九
二
六
非
に
批
新
政
船
は
餓
道
祁
設
凍
み

沌
耕
談
骨
に
松
川
し
た
'
前
fii湖
の
時
代
に
も
(
カ
ジ
ヤ
ー
ル
王
朝
)
計

訊
ほ
お
つ
た
が

叫
も
班
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
､

1
九
二
川
年
十
二
月
十

二
日
牝
期
成
骨
が
カ
ジ
ヤ
ー
ル
王
欄
の
ア
-
メ
ソ
.ド
､

シ
ヤ
ー
私
憤
し

て
'
批
耕
妃
仲
の
偉
人
-
ザ
カ
リ
私
新
王
と
し
て
誠
に
パ
･ノ
ダ
イ
Hi
糊

が
起
る
や
財
政
相
問
米
人
･.ニ

ス
肘
-
博
士
の
手
腕
に
よ
っ

て
'
同
樹

の
財
政
状
態
は
改
手
相
約
さ
れ

る
=
と
に
な
っ
た
'
同
王
は
今
や
同
相

の
富
相
関
狸
の
弱
め

に
就
中
鈍
t.迫
の
敬
治
に
鋭
意
L
LtJ
ゐ
る
､
敢
然

い

A
-
～
の
計
納
札
が
Jの
つ
た
が
､
本
月
二
十
二
日
に
な
っ
て
投
新
鶴
骨
ば

愈
℃
ハ
メ
ラ
･Ii
リ
如
粘

ハ
ン
ダ
-
ル

ケ
ズ
粘
.1
た
る
枇
斯
構
断
機
治
布

設
の
榔
阻
み
政
肘
に
重
任
す
る
=
と
み
可
決
し
た
と
の
祁
で
あ
る
か
･;

こ
S
一推
尤
紬
に
つ
い
て
末
に
粗
略
み
の
べ
て
同
相
の
役
柄
払
拭
.T附
し
て

お
き
た

い
｡

_Tyru
h
am
m
a
rah
胎
は
シ
ャ
ト
ニ
〝
ア
ラ
ブ
川
と
吸
取
り

カ
ル
)･
河
(
吃
水
汚
い
加
代
同
河
か
ア
リ
メ

迄
抑
れ
ろ
)
と
の
骨
.%
鮎
に

あ
っ
て
バ
グ
テ
ィ
ヤ
-
1
的
附
榊
教
の
た
め
'
英
改
石
や-1t
骨
舵

の
創
立

さ
れ
て
筏

1
躍

人
目

7
仇
の
都
骨
と
な
っ
た
'
J
あ

地
か
ら
カ
ル
ノ
河

の
火
付
に
布
設
掌
b
れ
tr
'ぬ
る
英

披
石
油
食

止
の
孟

子Ih
的
･iB
鉛
管
と
併

行
し
て
指
紋
六
百
五
十
.沢l
の
デ
イ
メ
フ
ル
に
迎
す
る
､
そ
れ
か
ら
さ
rqJ

は
地
勢

)
畢
し
て
山
地
と
な
る
か
ら
エ
渉
は
園
靴
で
あ
ら
う
'
恐
ら
八

三

一

六

七



地

球

第

八
容

デ
イ
メ
フ
ル
か
ら
同
河
に
泊
/.3
プ
ル
-7プ
ッ
ト
に
接
し
吏
ら
に
荷
措
辞
退

路
に
泊
ふ
て

ハ
ヤ
ダ
ソ
に
川
で
'

ハ
マ
グ
リ
か
ら
排
.I,i
祢
で
あ
る
が
､

多
分
首
府
テ
ヘ

ラ

ン
在

へ
て
TJ
ス
ゲ
イ
ン
に
達
し
'
そ
れ
よ
り
袈
梅
梓

に
出
る
の
.で
か
･f
う

0
格
別
の

Y
e
z

溶
_
･Y#
梅
の
.南
四
隅
に
め
る
小

港
で
ア
ス
ト
ラ
バ
･}′
ド
に
紅
い
Q

(F
)

0
両

阿
錦

菓

完

二
六
坤
に
於
げ
ろ
佃
阿
S
l銑
究
仰
げ
前
非
に

比L
､
肘
宵
胡
碓
以
上
.S
相
加
し
､
銀
試
み
は
虻
咋
稀
な
る
好
況
を
量

L
た
り
､
今
主
鮮
嘩

柁
胸
に
仲
裁
抑
二
二
糾
問
の
産
出
御
堂
ボ
ぜ
ば
次
の

如

し
｡
(

雄
位

相

｣

解
三
助

三
二

六
八

に
あ
り
'
仙
州
の
水
銀
銀
川
El
北
は
湖
水
別
カ
よ
り
'
爾
サ
ゾ
ク

パ
ル

バ
ラ
に
去
る
.
拾
梅
山
脈
中
に
あ
り
'
叉
デ
ル
､
ノ
ル
ト
O
シ
ス

キ
ュ

ー
O
ト
リ

ニ
チ
1
0

シ
ャ
ス
グ
O

エ
ル
ド
ラ
ド
0
ケ
ル

ノ
0
サ

ノ

ベ
ル

.ナ
ル
ヂ

ノ
及
ナ

バ
等
に
批
准
す
｡

o

大

正

十

四

年

十

月

叫
田

国
勢
開
窓
の
結
果
に
よ
る
B

灘

企

余

剛

石

石

淡

銅錫白

金

英
側-1
錬
胸

計

7

九
二
六
咋

望
.二八
0
'
壷
1

1C
t究
]1'
二
義

四
､G
3'tlp
蔓
は

相
克
'八
重

空
混
ー三
重

望
､三
C七

芸
三
上
1空

文
'四
八〇
㌧
買
入

仙
九
二
五
中

田
い'責
心
'究
l

入
'
一失

'
三
八

三
㌧八雲
､
1
天

空
凹
'三
九

詩

0
'雷
ニ

究
五
､貢
外

語
､四宍
'三
C心

叫
九
二
四
年

E
O
.Y,雲
'
l八
六

八
.三
三
㌧
川
0
山ハ

エ
'(
二
川
'七
.允

塁

13㌧(蒜

;I:U.F:'
式
八

九
C九
'究
丸

吉
'云
六
､芝
山

0

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア

州

産

の
東

銀

米
図
水
銀
床
糾
申
髄
に

其九
割
私
産
出
す
る
は
加
州
に
し
て
､
非
鉄
菜
骨
靴
は
本
肘
,S
ロ
ス
ア

ゾ
セ
ル
ス
Li
紅
さ
､
加
州
水
鉱
産
桝
の
約
八
割
五

分
か
占
む
､
是
に
於

て

日

脚

は
仙
非
水
鉄
取
引
の
中
心
-
な
れ
リ
､
.LWi大
の
水
銀
孤
-;
托
加

山
川約
梓
.1
あ
り
'
小
紙
山
は
テ
キ
サ
ス
'
ネ
が
γ
.ql及
.オ
レ
.TT
ノ
網
相
川

木
内
地
の
人
口

宮
城
師

･:=･=城
恥

州

町

瞭
金
町

各
村
舟
計

黒
川
郡

岩
岡
町

各
村
各
計

加
英
郡

申
新
円
町

各
村
合
計

志
刑
部

一-
JI
-1
一

T-
‖
〃日

独
両
町

三
本
大
町

各
村
舟
計

十北
淡私
利抑

(
七
)
･1:品

､
締

･抱
'
岩
手

'
常
在

-;
料

空
､平
温

九
ー瓜
八七

二
ハ
､
八
空

山六
t
c
聖

二
(
'票
拡

三
､黄
八

二1･7.-1T.14.7

｣ニ
'六九

u
r共
八

宗
'宝

l

四
四
､六
望

二
㌧
蒜
C)

瓦
､
I.7T3

四
､
三
三

]'.111
花心
抗

～:村
山
山
町

奴
､文
一

鳴
子
町

混
'
二
四

各
村
合
計

品
tB
O
l

7]]0
'二
虫
ハ

!

姓
m
郡

脚
爺
町

川
尻
町

小
牛
比暮
町

ハ.);
朴
食
計

兆
仙
利

高
相
水
町

築
館
町

7
迫
町

･=祈
ケ
幡
町

米
桝-1
町

各
村
食
計

群
発
部

位
田
町

雪
.
In夏

山ハ､
空

パ

四
.空
瓦

ニ
､宍
鑑

三
筑
'八
竜

也
.llLtl,T‥八

ピコ

･3
i

四
'雲
八

混
J
t二
心

三
､三
一記

入
'
四
光

栄

､六
1田

虫
ハ三
相弧

菰
p
二
八



帽
侶 那 :3'f 桐 島 本 Lll･_ 桃

各 執 伐 夫 出 松 島 牒 各 続 志 柳 宕 年 波 石 施 各 佼 故 各 不 釆 葺莞

瑚 芸 描 部 下'17''- b'F'一 芸 iB.ill.1･-.1㍍ 冨 欝 筈 弥 富 ZT芋: 邪 貰 欝 錯

頚
か

川
町

ニ
ハ､
克
八

鹿
粥
町

三
曇

二

各
村
令

計

責
､
究

七

両
骨
津
邪

宗

'
雲

0

川
島
町

hr

真

水

各
村
舟
計

蒜
､
i1.K
l

北

骨
紳
郷

六

､
二
ハ
配

三

六
､
7
川
七

三
'
九
711C
)

三
'
空

温山ハ､三
宝

山ハ
､
ニ
叫ハエ

三
'
窓

二

七
､
忠

正

九
四
､
二
宍

莱

;
0
光

れ
p
二
三

山';

究

0

乱
､
九
.四
四

也
)
.
C
=三

豊

､
三
二
ハ

叩
'
嚢

内

E
.()
'
吾

二

露

三
〇
七

川 荊 四 刃‡ 大 河 耶

'▲日.'51;I;I.吊 ∴i黒 目 ':I-.:, 臣 言 .ill.･ -.蕊 .:I lJ･'-;日:''L.ll ::日 工 ,

各 町 各 町 町 郡 各 町 郷 %･町 llu4 舟 PIT 町 身 代 町 分科

計 計 計 計 計 計 町 Jlり'

:HT ･ 1.5E JTT
原 秘 中 描 各 般 新 fi'.A.一久 発 令 押 野 ′J､江 平 勿 納 税 各 節 小 中 三

島 村 郵 相 江 山 岡 之 部 材 倉 本 銘 名 衆 tJl郡 相 楽;-野 山 称

町 町 町 各 町 町 町 璃 各 町 町 境 町 町 Hr 町 各 Illl'新 町 LIEl一

計 町 計 Prr 計 町

八
､
l
八
日日

田
'
九
九
九

筑
t
q.(
九

四
㌧
(
大

入
O
t
c
苦

二
〇

一､ニ
C
七

正
.
天

a.

r

八
fR

ニ
こ
.
四
七
八

k..
裏
毛

セ
'
苗

八

三
'
究

二

心
'
]iO
凹

〓
喜

'
空

知

宝

'
宍

二

田
'
ニ
望

四
-
宍

七

三
､
発

○

況
'
0
山三

宍

t
n
O
O

l
o
t
.
八
壷

外

'

こ
れ.)1

r･1.
1
完

1
0'

九

栄



盤

江 謄 和 抑 紫 岩 感 亭

∴ t : '1 -I ∴ ~:: ~ :-_ 一川… 食 帆 舟 川…･," 食 T.r, 舟 内 44bi'帝 地
計 町 計 町 計 口 計 計 町 計

lHr

捕
六
.

tM
l･]

空

'
究

R

ROOp突
四

吾

'三

〇

八
二
'
実

況

三
､天
先

安

'四
〇じ

四
四
'
書

凹

ニ
'
ニ
三
川

四
二
､宅
0

巽

'4.11]
三

･77..(
=
二

四
､
0
1
カ

ニ

.:5'元

日い､ニ
=
ニ

荒

'六
r
t
(

七
､袈
0

空
'P
O

八

六
川
'
空

六

1
0
㌧
監

三

山ハ
tO
O
O

山ハ､
芳

郎

M
C
)

'八七
七

仰
山',

､川田
l

I:.R
解

党

町

外

材

令

計

西

が

非

耶

7
捌

町

各
村
舟
計

如
磐
非
郡

千

+a

町

大

悦

町

各

村
各
計

気
仙
郷

盛

町

前
川

町

各

村舟
計

上

川
仰
.T:2･

h
-J

T
r

r

･,.,,

…
∫
川

爺

石
町

大

槌

町

各
村
令
計

下
問
伊
那

何
廿
町

り
‖
けり

･=
村
鹿

町

各

村
命

計

九
戸
.淋

山‥
9
..J
･〕

売

､
空

一

票

､
.6.]諾

山:..
八
ご

買

､
究

瓦

宍

'
宅

iYLI

四
二

0
.礼

:.'1㌧
ニ
豊

山ハ八
'
一重
血

望

､
rJ
rt
2

l
l.
望

ニ

flir
聖

三

巽

J

C
火

票

二

品

rlf
室

内

7
1371'
四
究

1
Cf
三
宅

貢

'
忠

七

八
火
'
七
二
粗

一
･:I(
r.
≡

混
､
だ

れ

抗
､
O
宕

流
れ
'
八
叩
弧

rt水
､
攻
に
ご

節

八
怨

第

三

跳
.

久

赦

町

村

≠

町

各
村

令

計

二
1L
.
:71.

甜

岡
町

叫

戸

町

各

村

命

計

帝
森
願

弘
前
桁

竹
森

市

釆

印

脚

部

両
日りけ
り

､ヽ1
-ノい
い

各
村
舟
計

田

津

脚
部

蛙

ケ
柿
町

木

泣

町

各

村

舟

計

小
川
抑
州

南
沖
相
称

鼎
石

町

石

川

町

大
鵬
町

藤
岬
町

･許
付
人F
計

現
､

山ハ聖

火
､
〓

1

六

㌧
芯

〕

訂

､
･7.I.
71

四
p
砦

…ハ

三
､六
八況

E
七
､
｢
k:::1J

八
三

t
f
.忠

I...六
.､
元

二

更

､
怒

.田

巻

'
人
望

一.1i.
也
.r六

八jf
o
八
三

荒

'
菜

六

川
､

一望

三
㌧
八
八
二

空

'
天

i

宅

t
ll(柴

〓

r
t
空

.一1

七
､
八
(.～

六
㌧
〇
四
八

六
､
望

八

..rgiJ'
弧
;
四

八
六
､
C
･諾

ハ

北

津

岬

邸

五
所

川

原

町

板
柳
町

金
木
町

各

村

舟

計

上
北
郷

野
塩
地

町

七
戸
町

三
本
木
町

各

村

食

計

下
北
郡

口

銭
部
町

川
内
町

瑞
相
舟
計

｢
1-1
抑

八

戸

町

湊

町

三
戸

町

五

戸

町

各
村
呑
計

山
形
押

出
.g
小

米
将
巾

的
岡
山E

七

二

､
二
竺

七

'蓋
心

b.P
o
(
三

四
'
富

鉱

空

'
ニ
毛

1
0
1
'
ニ
ハlA

I
O
､
四
先

九
'
0
品

,.･3..
売

二

望

'
柴

的

霊

､
∧
〓
ハ

]
0
､
云

筑

七
㌧
一
八
八

t.六
'
竺

‥‥1

品

か
､
忠

一

ニ
i
.
呈

')

三

'
芳

心

R
t
宍

田

山ハ
'
九
八
心

T
O
一lTi.
関
空

t
t
O
l‥セ
'
]1T3Lq

霊

'
究

凶

四
四
､
六
O
ニ

二
1
.
八
こ
.rJ



..に
=
いり

ニ‥~
▼l

各
村
▲舟
計

S
J;村
山
郡

大
瀧

町

長

幡

町

山

越
町

各
村
食
計

四

村
山
郡

塞

河

江

町

太

氾

町

･;
…-.･=
町

布
地
町

･T.t
付
人
=訂

北

村

=_

那

抑

岡

町

米
松
町

火

前

川

町

Tb
hLL叱
ト
ト
一

-ノ
づィ,.Ji
E

‖汁

付
合
iI

-.I_/
.L
J
;

-:1

.LI

新
化
町

赦

:_町
各

村舟
計

六
軒
へ
帯
川
取

7
0
､
入
山ハ
九

!=･.a
p毛
Ef

缶
､C望

;.CJ欠
.lJ

六
､二
老

犬
､
塁
l

讃
'天
田

豊
'九
九
七

10
p究
ニ

H
p
嚢
弧

現
､
三
四

二
'八
二
工

山ハこ
､望
三

10
u
p冨
六

八

'七
川七

九

.ill41怒

三
､聖
火

tS

''六
望

空
'八雷

望
'G
T
川

ス
'二
二･:ハ

八
ー三
相

山H
.(F雲

脚

_
･
上

目

竹M･;=
町

穀
物
町

･1=･=
1;
町

小
松
町

各
村
舟
計

西
紀
脇
郡

長
非
町

米
紙
町

各
村
舟
計

米

E
川
部

藤
島
町

余
日
町

各

村
令

計

四
日
川
部

火

山
町

加

茂
町

各
村

舟

計

佃
梅
郷

三

組､望苅

九
i

.れoo

心
､克
(j

火
'
0
:.Liュ

八
'窒
‥17

brr宍
温

望

､
入
山110

空
'九
表

れ
'
蒜
t

筑
tO
父

君
､書
.a

八

八
'ボ
0(

四
､
日
ハ丸

山P,'真
心

心
八
'C
空

記
.､七
三

六
㌧<
0
追

試
､
l
篭

0
地
球
聾
困
ー
岡
山
支
部
悲
況

○
鈴
十
八
1-q
例
骨

火
光
十
五
咋
十
f〃
二
十
六
=
'
備
中
高
雄
'
成

羽
地
方

へ
他
市
採
取
瀧
行
み
な
す
､
同
日
岡
山
腿
に
鶏
舟
､
年
前
六
岬

pq
十
分
狸
下
り
列
叫
に
て
舟
放
h.B紳
'
午
前
人
相
三
十

5.ハ
分
高
軸
僻
に

tし･(ち

下
印
し
て
従
少
成
羽
に
向
ふ
､
洗
申
友
人
中
松
君
へ成
羽
町
紺

地

の
箆
)

の
氷
り
迎
ふ
る
Li
骨
L
､
案
内
せ
ら
れ
て
和
地
に
;R.出
る
'
此
汝
谷
川
､

山
焚
中
腹
の
院
別
な

-
如
薮

に
批
乱
せ
る
シ
･>
ド
モ
ノ
チ
ス
の
化
石
の

立
派
な
る
在
郷
出
に
充
た
し
､
そ
れ
よ
り
砧
食
み
喫
L
小
丘
ね
越
え
成

羽
町
市
街
に
山
で
､
成
羽
川
の
ホ
搾
ね
上
り
タ
カ
シ
小
脚
払
拭
枇
し
.

I;
凱
雑
に
て
甘阿
炎
に
駆
り
牛
後
五
岬
教
の
汽
碑

に
て
同
六
時
三
十
八
分

岡
山
郎
新
関
放
す
'
参
加
令
息
十
八
銘
'

○
節
十
九
州
側
骨

昭
利
二

年

7
月
十
八
日
午
前
九
時
よ
り
臓
沈
滞
黙

嬰
俊
に
納
骨
す
'
本
日
は
近
縦
棒
な
る
就
き
H
と
て
氷
骨
鋸
少
-
低
か

十
二
銘
な
り
き
'
左
記
納
:.･LT
私
地
先
の
油
り
終
ほ
ろ
O

1.排
出
盆
地
と
叩
仰
盆
地
と
の
此
校

琳
璽

向
女

2
.叔
近
支
那
の
革
命

二
申

3
.昨
郎
鹿
骨
計
和
音

幹
事

4
.
本
中
皮
邸
範
の
弛
光
治
月

小
館
雄
三
粛

小
出

保
君

浦
上
宗
砧
君

各
骨
風
紋
抽

C
r節

二
十
図
例
愈

凹
月
二
十
凹
口
左
記
日
程
に
て
兇
･iP郡
下

津
非
地

方

へ
耶
究
準

灯
か
な
す
､
水
食
射
十
五
銘
な
り
4
}

令 松 .IiBf
村 哉 r'l･ lIl
倉 IElr 町

計

午
前
八
時
二
十
介
問
=_
敬

九
､
三
〇
第
尿
町
政

如
拙
確
信
的
歩
槻

エゴ[記

八
時
五
〇
分
茶
屈
町
讃

T
O
t

77T九
丁
沖
非
蔚



地

球

牛
後

O
t
四
〇
下
紳

非
敬

解

八

令

7
.

〇
七
'
味
野

潜

紐
川
.
野
崎

家
治
氾
党
寺
歩
批

凹
.
四
六
峡
野
斑

雪

三
六
岡
山
相
.:.=脚

本
口
の
捉
川
純
毅
は
微
鮒
に
耶
姥
ぜ
し
邸
と
tIJ火
'1
柑
る
桝
あ
り
た
り

C
妨
二
十

]
何
例
骨

五
月
二
十
二
=
川
山
女
子
伽
範
串
校
内
に
開
き

水
食
警

手

五
お
先
記
訊
揃
あ
り
軍

出.'
根
本
其
他
の
脱
髄
か
な
ぜ
り

1
.
セ
レ
べ
ス
砧
棚
察
談

仰
鳩

米
俵

史
学
新

2
.升
後

地
琵
地
力
湖
察
淡

1
申

絵
本
米
次
郎
澱

牛
筏

1
時
･･i
り

岡
=_
輝
の
相
姦
に
赴
-
牒
叔
及
去
肺
助
役
の
懇
切
琴

Q

稚
明
あ
り
て
後
各
仰

(
地
下
基
幹
雅
紀
.
検
斤
撃

鼠
践
管
'
荷
躍
機

価
桝
の
新
姐
躍
'
斯
箪
問
許
等
)

1
々
案
内
米
粒
空

が
さ
れ
多
大
の
別

品
松
村
た
り
千
枚
四
時
三
十
分
開
放
せ
り

○
節
二
十
二
回
例
骨

六
月
十
九
日
午
前
九
帖
･･J
リ
六
高
博
物
韓
骨
主

侃
な
る
八
水
敢
授
の

-
真

地
政
の
露

(
鵬
凱

翫

箭

閣

謂

列
)

か
･%
恥
L
牛
後

7
岬
よ
り
臓

滴
.1
於

て

2
.地
球
に
妃
づ
き
つ
ゝ
あ
る
ウ
イ
ン
ネ
ツ
ケ
卑
見
に
就

い
て

陥
中

水
野

千
盟
君

の
紙
型

a
り
た
り
水
食
祈
三
十
名
盛
骨
な
り
き
O
(浦
上
試
街
報
)

,Q11
111
1壬
て一t一

wrll▲廿l
血王yll●皇
茎
.
l●l
O

頗

健
魔

笛

■一rl-′t.･B･&▲Y一1rlrBt･-
〇人r-〟

-

-吉
丁勺-･●-▲-一
〇一一･■-

〟閉

容
邦
l滞
外
移
【氏の
難
を

承りたし
.;=A非
終

叱
川
北

妨
三
班

l三
六

七
二

審

昭
和
二
咋
庶
列
切
々

勢
額
憶
の
報
他日
に
杜

(
け
耗
外
本
邦
人
の
敏

光
の
池
リ

外
秘
に
米
側
｢.
ろ
本
邦
人
の
紙
数
は
官
十
六
tE榊
で
.
藤

樹
の
絶
人
口
に

●
●
●

比
す
れ
ば
､

7
慌
人
に
つ
斗
音

三
十
七
人
に
借
り
､
内
地
人
は

六十
一

〇

●
●
●
●

節､･
朝
鮮
人
は

五十
三桝､
基
個
人
は
九
千
で
あ
る
9
本
邦
人
の
叔
-

多
く
衣
印
し
て
ゐ
る
の
は
､
鵡
諸III
頚
洲
の
七
十
九
鵜
で
'
北
既
発
利
加

洲
の
十
五
鵜
'
大
枠
洲
の
十
四
鵜
､
南
ア
メ
-
カ
洲
の
大
前
之
に
並
JT,

求
-
.少

い
の
は
阿
抑
制
加
の
六
十
五
人
で
あ
る
'
内
地
人
海
在
留
国
別

に
見
て
十
鵜
以
上
砿
留
し
て
ゐ
る
の
は
支
那
､
北
港
合
衆
樹
及
布
畦
の

三
ヶ
所
で

7
端
以
上
は
プ
ラ
'･･)
〃
､
カ
ナ
ダ
､

ニ

ケ
で
あ
る
､
尤
表

ち
IL-i
ェ
J

内
地
人
在
朝
者

支

那

釆

図

伯

図

ベ

ル

ウ

油
腕
鵜

拭地

メ

キ

ジT]

非

餌

印

度

f
川
四
､

7
三
三
､

四
九
､

1
0
'

六
､

三
､

七
七

一

〇
八
〇

四
〇

〇

カ ハ 浦

チ

",･J

九
七
､

7
七
八

二

義

､
七
六
凹

メ

九
六
九

JJ
-
･:ノ
L
･
ゾ

三
九
四

蘭
朝
来
印

度

六
三
二

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

一
九
､

八
､

E
､

二
､

六
七
九

六
七
凹

叫
九
五

六
〇
九

7
､
二

1
九

其
佃
各

地
1
千
人
以
下

問

加
州
法
年
中
五
月
の
様
な
気
候
払
盈
す
る
の
ほ
何
故
で
す
か
｡

(
大
阪

0
虫
)

沓

桑
港
の
弦
月

の
平
均
気
組
は
準
氏
五
十
蛙
'
冬
で

-
組
か
い
が
､

首
への
七
月
の
充丁均

出料
紙
は
郷
托
五
十
八
山比
あ
ま
日ソ
熱
･し
-
な

い
､
紙
上榊


